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資質・能力の 3つの柱 

①知識・技能の習得②思考力・判断力・表現力等の育成③学びに向かう力・人間性等の涵養 

社会で生きていくための 

資質・能力 

児童一人一人に応じた「主体的・対話的

で深い学び」を実現する 

学習指導の側面 生徒指導の側面 

自己の存在感を実感しながら，よりよい

人間関係を形成し，自己実現を図る 

密
接
な
関
係 

教 師 の 指 導 

学 級 経 営 の 充 実 

学 級 経 営 の 充 実 

児童の学びに影響を与える教師の役割

目的

学習指導と生徒指導の一体化の視点から，小学校における教授行動を児童の行動との相互作用

から具体的かつ客観的に分析し，教師の有効な働きかけを行動レベルで明確にすること。

定義とその意義
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生徒指導の 4つの視点 
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成長を促す生徒指導 
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予防的な指導 

課題解決的な 
指導 

生徒指導に対する 

視点の転換 

課題解決や予防を中心とした生徒指導 自律性と社会性を高めることを中心にした生徒指導 

新潟市教育委員会・大阪府教育センターの資料より

教師一人が児童30人
に対応することは
困難を極める

様々なタイプや理解の差
の中で，教師はどのよう
に児童とかかわったり
授業を構成しているのか

教師の声かけの意図や
その効果について分析し，
よりよい教師の働きかけ

を明らかにする

個々人に差や違いがある
ことを互いに受け止めて
理解した上で，学習集団
の一員として共に授業に
取り組むことができる姿

児童一人一人のよさや興関心を
生かし，児童の学習意欲を高める

互いの考えを交流することで
互いのよさについて学び，
学習基盤が構築される

学習指導と
生徒指導の
一体化

取り組みを意識して継続する必要性

学習指導と生徒指導を相互に関連づけながら
充実を図ること→学級経営の充実



授業観察を通して

学習基盤の構築

児童の考えを引き出す

人間形成

成長発達

授業者へのインタビューを踏まえて

●研究協力者：6年2組の教師及び児童

●日程：1月21日(木)道徳授業の撮影／

2月2日(火) A教諭へのインタビュー

●手続き：教室後方に1台，抽出班の近くに1台の計2台

のビデオカメラの設置／授業動画や発話記録を

用いてインタビュー

全力で

受容的な
行動

「ふざけていなけ
れば全部正解。」

児童のつぶやき

学び方の習得

聞く 話す

授業参加を
促す工夫

①課題を遂行した人数の
カウント

②立場の表明

③個別支援的な声かけ

④他者の発言に対する共感
について問う問いかけ

年間を通した教授行動の分析
学習指導と生徒指導の一体化の

実現に向けた授業実践

学習指導 生徒指導

表
裏
一
体

差別しない

思いやり
をもって

書く

多くの児童の意見
で学習が展開

教師と児童の信頼関係の
形成の過程や時期ごとの
教授行動の変化

本時の学習内容を網羅しつつ，
生徒指導の視点についても
意識したもの

課題検証実習の成果

教授行動の分析

今後の展望 学習指導と生徒指導の一体化の実現に向けて

二年次研究テーマ「小学校における学習指導と生徒指導の一体化を実現する授業づくり」

●研究協力者：2年2組の教師及び児童

●日程：6月29日(火)算数の授業実践

●手続き：教室後方に1台，抽出児の近くに2台の計3台

のビデオカメラの設置／授業動画や発話記録を

もとに，講じた手立ての有効性の考察


